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環 境 活 動 レ ポ ー ト
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株式会社 田名部組



環境理念

環境保全への行動方針

１．地球温暖化防止のために、電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素の排出削減を推進いたします。

２．限りある資源を有効活用するため、廃棄物削減と資源の有効活用を推進いたします。

３．水資源の有効活用のために、節水に取り組みます。

４．建設工事においては、安全・品質・環境・SDGｓに配慮した施工を推進いたします。

５．地域社会における環境保全活動に積極的に参画し、社会貢献活動を推進します。

６．グリーン商品を優先的に購入するとともに、お客様にグリーン商品の購入を提案・販売 していきます。

７．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

８．化学物質を適切に管理し使用量を削減します。

制定日：
改定日： 平成26年11月6日

改定日： 令和2年7月1日

代表取締役　田名部　智之

Ⅰ　環 　境　経　営　 方　 針

株式会社田名部組は、大正13年に創業し、総合建設会社として設計・施工及びメン
テナンスを通して、より良い構築物を提供することで地域社会に貢献してきました。
　当社は近年ますます深刻化する地球温暖化や環境破壊等への対応が最重要課題
であることを認識し、経営における課題とチャンスを踏まえ、環境経営システムを継
続的に改善しつつ、全社一丸となり自主的・積極的に環境保全活動に取り組んでいく
ことを誓約いたします。
また、国際社会の共通目標である、【SDGs】へ賛同し、目標達成に向けて取り組んで
参ります。

平成22年5月19日

９．マネジメントシステム当社は、経営における課題とチャンスを明確にし、行動指針を策定し継続的に実行します。



SDGsへの取り組み

田名部組は、「SDGs（エスディージーズ）」へ賛同し、目標達成へ向
けて取り組んでおります。

SDGsとは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発
目標）」の略称であり、2015年9月に国連で開かれたサミットの中で
世界のリーダーによって決められた、国際社会共通の目標です。



Ⅱ　　組織の概要
　

１　　名称及び代表者名

株式会社田名部組

代表取締役　田名部智之

２　　所在地

本　　　社 青森県八戸市石堂2丁目11番21号

見立山サテライト 青森県八戸市大字河原木字見立山6-54

仙台支店 宮城県仙台市若林区伊在二丁目22-12　アサノビル2Ｆ

東京支店 東京都千代田区岩本町2-19-7　堀口ビル3F

札幌支店 北海道札幌市厚別区大谷地東4-2-15　第一西村ビル 201号室

３　　環境管理責任者及び担当者連絡先

責任者 総務財務部長 下河原　郷 ＴＥＬ： 0178-20-1414

担当者 総務財務部 山口　敦輝 ＴＥＬ： 0178-20-1414

担当者 総務財務部 中村　美咲 ＴＥＬ： 0178-20-1414

４　　事業活動の内容

建設業

土木一式工事　建築一式工事　一般住宅土木一式工事、建築一式工事、一般住宅
（許可業種：土木、建築、とび土工、鋼構造物、舗装工事、しゅんせつ工事　造園工事　水道施設工事
　機械器具設置工事）

５　　事業規模 令和5年度

本社 見立山 仙台 東京 札幌

工事出来高 81億 48億 12億 20億 1億円

従業員数 1３0人 98人 6人 15人 8人 3人

事業所の面積 4,057 3,357 130 350 220 76

６　　事業年度　令和5年7月～令和6年6月

７　　対象範囲（認証・登録範囲） ㈱田名部組の全組織及び全活動

８　　活動レポートの対象期間 令和5年7月～令和6年6月
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総務財務部 仙台支店責任者 東京支店責任者 札幌支店責任者

次長　高舘　るみ子 支店長　加茂　智雄 支店長　青木　弘則 支店長　小笠原　洋一

見立山工事サテライト責任者

所長　大久保　正人

環境経営システム　役割・責任・権限表

・環境方針の策定 ・環境経営システムを行う人材の育成　　・環境管理責任者の任命
・環境経営の統括責任者として、環境活動の評価と見直し。

・環境活動の運営 ・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境目標と計画の承認 ・環境活動レポートの確認

・環境管理責任者の補佐　　・環境負荷チェック・取り組みへの自己チェックの作成
・環境レポートの作成と公表 ・環境関連法規のとりまとめと遵守状況のチェック
・環境目標と計画の原案の作成

部門責任者 ・環境への取り組みへの喚起 ・自部門に関連する環境活動の実施
出川　孝明 青木　弘則 ・環境方針の周知徹底 ・環境目標の達成度の調査への協力
下河原　郷 加茂　智雄
板橋　英之 角濱　善哉
岩間　千世志 大久保　正人
小笠原　洋一 高舘　るみ子

・決定事項の実践と自主的な環境活動への参加

環境委員会 ・環境委員会は役職者で構成
・環境活動について検討し、事務局や従業員に指示を出す。

・環境方針の理解と実施

環境事務局
下河原　郷
山口　　敦輝
中村　　美咲

全従業員

下河原　郷

部長　角濱　善哉 部長　出川　孝明 部長　板橋　英之 部長　岩間　千世志

役割・責任・権限
代表者（社長）

田名部　智之
・経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者

事業開発部

代表者
代表取締役　田名部智之

取締役会

環境管理責任者 環境委員会
総務財務部　下河原　郷 幹部社員・事務局

建築部責任者 土木部責任者 営業部責任者

承認 作成



Ⅲ　環境目標

２　　環境目標の設定

表２

中長期の目
標

単位 基準値

削減率（％） 2018.6 4.0 4.0 4.1 4.1 4.1

環境管理責任者 　ｋｗｈ 259,870 249,475 249,475 249,215 249215 249,215

削減率（％） 2018.6 4.0 4.0 4.1 4.1 4.1

環境管理責任者 Ｌ 24,504 23,524 23,524 23,499 23499 23499

削減率（％） 2018.6 4.0 4.0 4.1 4.1 4.1

環境管理責任者 ㎏ 1,114 1,070 1,070 1,069 1,069 1069

削減率（％） 2018.6 4.0 4.0 4.1 4.1 4.1

環境管理責任者 　Ｌ 105,187 100,980 100,980 100,874 100,874 100874

削減率（％） 2018.6 4.0 4.0 4.1 4.1 4.1

環境管理責任者 　Ｌ 61,994 59,514 59,514 59,452 59,452 59452

削減率（％） 2018.6 － － 4.1 4.1 4.1

環境管理責任者 　㎏ＣＯ₂ 613,720 589,171 589,171 588,557 588,557 588,557

削減率（％） 2018.6 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8

環境管理責任者 　㎏ 4,201 4,033 4,037 4,037 4,041 4041

再資源化率 2018.6 0

環境管理責任者 （％） 99 90 90.5 91 91.5 92

削減率（％） 2018.6 4.0 3.9 3.9 3.0 3.0

環境管理責任者 ㎥ 1,089 1,045 1,047 1,047 1,056 1056

削減率（％） 2018.6

環境管理責任者 　㎏ 0

増加率（％） 2018.6

環境管理責任者 品目数 －

増加率（％） 2018.6

環境管理責任者 件数 －

2018.6

環境管理責任者 件数 15 26 26 26 26

１、環境目標は、毎年見直すとともに、事業活動に大きな変更があった場合は、速やかに改定する。　　

２、負荷の自己チェックで環境影響が大きいと判断した項目はすべて目標を設定する。

３、コア指標の二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、総排水量は目標設定の必須項目とする。

４、この書類は、環境事務局で保管する。また、全従業員へ伝達する。　　

購入電力の排出係数は、 平成２９年１２月２１日公表、東北電力㈱の調整後排出係数 0.548 を使用しました。

当社では、平成２９年度を基準年度として中長期及び単年度の環境目標を、それぞれ表２のとおり設定し、環境活動に取組んでおります。

環境目標設定書（令和4～令和8年度)

自らが施工・販売・提
供する製品及びサー
ビスに関する項目

環境保全に配慮した事業活
動

環境配慮型施工等の推
進

再資源化の推進 再資源化率の増加

水使用量 節水

軽油の削減

廃棄物排出量

二酸化炭素排出量

節水

左に同じ

左に同じ

地域貢献 地域貢献活動の推進 清掃活動等

化学物質 化学物質の管理推進

グリーン購入 グリーン購入の推進
事務用品等環境配慮製品
の使用推進（社内にゴミに
なるものを入れない)

二酸化炭素排出量の削減
二酸化炭素排出量の削
減

一般廃棄物の削減 ごみの削減

基準年度

年度毎目標値
（基準年度に対する削減(増加)率）

省エネルギ―の推進

電力の削減

灯油の削減

ＬＰＧの削減

ガソリンの削減

コア指標 環境方針 環境目標項目 責任部門　　　責任者

削減率又は増加率
（％）

2023.6～
2026.6
年度

２０２３.6年度 ２０２４.6年度 ２０２５.6年度 ２０２６.6年度

左に同じ

左に同じ

行動目標
・化学物質を適正に管理し、定期的に確認する。

行動目標
・環境物品の購入を推進する。

行動目標
・建設現場等において環境に配慮した施工や作業の推進に努め
る。



Ⅳ 環境活動計画

当社では、環境方針に基づき二酸化炭素、廃棄物、水使用量を削減し、環境目標を達成するため、従業
員が一丸となって省エネルギー、廃棄物の削減・リサイクル及び節水等に取組んでおります。
取組の実施状況の評価結果は、表４のとおりです。

②照明の適正化、昼光の利用、スイッチの適正管理を積極的に行っている。

③建設業の規模に応じた建設機械を使用して効率化を図っている。

④高効率蛍光灯等の省エネルギー型照明器具に切り替えるようにする

①自動車、建設機械燃費向上目標の説明

②乗合による現場への集合を促進する。

③建設機械等の作業を停止するときはエンジンを切る

④アイドリングストップ等運転方法の配慮（急発進・急加速や空ぶかしの排除、駐停車中のエンジン停止等）する。

⑤低酸素型建設機械の導入を図る

⑥タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値を保つように努めている。

①暖房の燃料を節約するため、ウォームビズを推進する。

②使用していない部屋の灯油ストーブは停止する。

③湯沸かし器の設定温度を低めに設定する

④沸かしたお湯は。保温機能の付いた容器に速やかに移す。

①両面印刷、両面コピーを徹底している。

②シュレッダーの使用を機密文書に限っている。

③使用済封筒の再利用を行っている。

④電子メディア等の利用によるペーパーレス化に取り組む。

⑤ミスコピーの防止のため、使用後はリセット設定を行っている。

⑥業務連絡に電子メール・電子FAXを利用し、ペーパレス化に務める。

⑦資材等の再利用ができるように保管状況を改善する。

①施工温度の影響による品質劣化を防ぐため、温度管理を徹底している。

②再使用またはリサイクルしやすい製品を優先的に購入し、使用している。

③商品の購入時には簡易包装のものを優先的に購入している。

④ＯＡ機器等の故障時には、修理可能かどうかをチェックし、可能な限り修理することで長期使用につとめている。

⑤産業廃棄物は再資源化を行う業者に委託する。

⑥分別を徹底する

①建設機械を洗車する際には泥等を一度落としてから水を使用している。

②雨水の利用を徹底する。

③水道配管からの漏水を定期的に確認している。

④水を利用する工事については、あらかじめ工法等を検討し節水を心がける。

①建設現場等で使用する有害性の化学物質は、流出防止対策を徹底している。

①再生可能、有害性の化学物質の含有量が少ない等の建設資材等を購入している。

②文具備品等は、エコマーク商品を購入する。

③再生材料から作られた製品を優先的に購入、使用している。

①太陽光発電の機能を有する仮設設備の利用を促進する。

②環境配慮型の採用や環境配慮型施工の提案をしている。環境に配慮した施工推進

一般廃棄物排
出量の削減

産業廃棄物の
排出量の削
減。リサイクル
の推進

節水

化学物質の削減

グリーン購入

表４　　主な環境活動計画の内容と取組結果

項目 取組内容

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
抑
制

購入電力使用
量の削減

①夜間、休日は、パソコン、プリンター等の主電源を切る。

重機・車両用
燃料使用量の
削減

灯油・ＬＰＧ使
用量の削減

①定期的に地域の清掃活動を行う。
地域貢献その他地域貢献その他



　　　環境活動の様子

取引先を交えた安全パトロール 取引先を交えた安全衛生会議

      現場のSDGｓ掲示 　　　　　避難及び消火訓練

現場パトロール時の様子 朝のゴミ拾いボランティア活動



Ⅴ 　　環境目標の実績

当社では、環境目標の達成状況の確認・評価を行いました。

今回は、令和5年7月から令和6年6月までの実績についての評価結果を報告いたします。

売上は前年と比較し、0.6％ほど増加しましたが、人員が減少したためか、二酸化炭素の排出は

昨年と比較して減少いたしました。

勤務形態の変化や就業時間の短縮等、取り組みを積極的にしていきたいと思います。

表４　　当該年度の環境目標の達成状況等 ※令和5年7月～令和6年6月まで

１、電力の二酸化炭素

２、燃料の二酸化炭素

３、二酸化炭素合計

４、一般廃棄物

６、水使用量の削減

7、地域貢献の推進 件数 20 20 達成

５、産業廃棄物
（再資源化率）

％ 92.0 94.3 達成

㎥／年 1,046 1,044 達成

㎏－ＣＯ₂／年 589,167 528,594 達成

ｔ／年 4 7 未達

㎏－ＣＯ₂／年 249,476 230,655 達成

㎏－ＣＯ₂／年 185,086 165,291 達成

項目 単位

当該年度※
環境目標の達

成状況
目標値 実績値



Ⅵ　環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

１．取組結果の評価

備考

①LEDの設置により省エネルギー化をすすめる。

②照明の適正化、昼光の利用、スイッチの適正管理を行う。

①扇風機の稼働することにより、空調の効率化を図る。

②暖房の燃料を節約するため、ウォームビズを推進する。

①夜間、休日は、パソコン、プリンター等の主電源を切る。

②現場において太陽光発電を設置したトイレを使用する。

①アイドリングストップ等運転方法の配慮する。

②テレマティクスを使い、社有車の稼働状況の管理を徹底する。

⑤燃焼バーナーの温度調整を適正に行う。

①両面印刷、両面コピーを徹底する。

②シュレッダーの使用は機密文書に限る。

③使用済封筒の再利用を行う。

④電子メディア等の利用によるペーパーレス化に取り組む。

②分別を徹底する

③業務連絡に電子メール・電子FAX を利用し、ペーパーレス化に努める

①水道水からの漏水を定期的に点検する。

②蛇口に節水コマをつける。

③雨水を利用する。

取組を継続する

①定期的に地域の清掃活動を行う。 取組を継続する

①太陽光発電所の運営を行う。

②風力発電に取り組む。

○：評価できる、△：まずまず評価できる、×：評価できない

グリーン購入 〇 取組を継続する

製品・サービスに関する取組 ○ 取組を継続する

③環境にやさしい施工をする。（重機及び資材の選別、自然環境を考慮した施工
の実施）

①一部の工事の材料購入に際して実施している。
②文具、備品はエコマーク商品を購入する。

取組を継続する〇

その他の取組 ○

化学物質 ○ ①建設現場等で使用する有害性の化学物質は、流出防止対策を徹底している。

廃棄物の排出抑
制

一般廃
棄物

○

節水

「④電子メディア等の
利用によるペーパー
レス化に取り組む。」
については、長期の
プロジェクトチームと
して推進する

⑤アルミ缶やペットボトルの回収を行っているプロジェクトに参加し、リサイクルを促
進する。

産業廃
棄物

〇

①産業廃棄物の処理業者を精査し、リサイクル率の高い業者に発注する。

取組を継続する

表５　　主な環境活動計画の内容と取組結果

項目
実施状
況の評

主な取組内容 次年度の取組内容

二酸化炭素排出
量の抑制

照明 ○

取組を継続する

冷暖房 ○

節電 ○

重機・車
輌その他

〇
③現場の掲示板等に、エネルギーの節約を促す社内報を貼り、関係者の省エネに
対する関心を促進する。

④現場担当者に、太陽光発電が設置されているトイレの使用を促す。



Ⅶ

当社が法的義務を受ける建設リサイクル法など、環境関連法規について遵守状況をチェックしたところ、違反

はありませんでした。

また、過去3年間、関係当局からの違反等の指摘、住民等からの苦情、訴訟等について、問題が有りません

でした。

Ⅷ

全体的に、使用量が昨年度と比較して、増加しております。

原因としては、気温の上昇、現場数の増加、設備の増加が考えられます。

今後は、環境に配慮した体制作りや、機器の導入へ、今まで以上に注力していこうと思います。

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反、訴訟等の有無

代表者によるエコアクション全体の評価と見直し


